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金山町の人口は、5,821人
２月末現在

男性　2,820人（＋２）
女性　3,001人（－６）
世帯数　1,782世帯
●出生／２人　●死亡／４人
●転入／７人　●転出／９人▶２月の異動
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▼
４
月
に
な
り
平
成
29
年

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
入

学
式
や
入
社
式
が
行
わ
れ

て
、
新
た
な
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
町
も
新
年
度
に
あ
た
っ
て
各

会
計
の
当
初
予
算
を
策
定
し
ま
し
た
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
元
気
あ
る
町
、
着
実
に
」。

『
広
報
か
ね
や
ま
』で
も
、元
気
に
頑
張
っ

て
い
る
多
く
の
町
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
春
と
言
え
ば
や
っ
ぱ
り
桜
。
名
所
の
ひ

と
つ
で
あ
る
田
屋
の
一
本
桜
は
、
昨
年
だ

と
４
月
30
日
頃
に
満
開
を
迎
え
た
よ
う
で

す
。
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て

は
？
（
う
ま
）

初
稽
古
琴
の
調
べ
へ
膝
の
指
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人
と
の
和
好
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捲
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初
暦

軒
下
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音
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荒
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関
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美
子

手
習
ひ
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ふ
り
顧
み
る
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夜

春
風
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四
季
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司
け
み
子

吹
き
荒
れ
て
春
一
番
の
終
り
か
な

や
は
ら
か
な
日
差
し
の
嬉
し
お
中
日
　
七
日
町
　
青
柳
キ
エ
子

春
し
ぐ
れ
刻
つ
げ
鳥
の
声
高
く

荷
札
舞
ふ
朝
の
市
な
り
春
一
番
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さ
そ
ひ
旅
迷
ひ
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香
る

驚
き
や
暦
と
ほ
り
に
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の
立
つ
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場
　
坂
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徳
太
郎

雪
の
降
る
町
を
歌
ひ
て
ダ
ン
プ
押
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雪
解
け
や
雀
寄
り
来
る
精
米
所
　
　
　
上
　
台
　
阿
部
　
　
一

日
が
昇
り
泣
き
出
し
さ
う
な
雪
達
磨

や
は
ら
か
き
風
に
乗
り
く
る
彼
岸
鐘
　
七
日
町
　
村
松
　
枩
風

三
山
に
抱
か
れ
春
め
く
俺
が
郷

お
ら

さ
と

　
新
年
度
が
始
ま
り
私
の
活
動

も
３
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
改

め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
月
末
に
東
京
へ
出
張
さ
せ

て
い
た
だ
き
、「
観
光
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
の
資
格
取
得
研
修
に
参

加
い
た
し
ま
し
た
。
観
光
と
一

言
で
言
っ
て
も
多
種
多
様
な
手

法
が
あ
り
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
流
行
は
移
り
変
わ
る
も
の
。

各
市
町
村
で
は
、
趣
向
を
こ
ら

し
観
光
客
誘
致
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
我
が
町
で
も
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
観
光
案
内
な
ど
、
魅

力
を
伝
え
る
た
め
に
い
く
つ
か

の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
観
光
で
特
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
「
体
験
」。
こ

の
金
山
町
で
も
、見
て
、触
れ
て
、

土
地
に
根
付
い
て
い
る
も
の
や

人
と
の
交
流
を
通
し
て
体
験
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
プ
ラ
ン

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
肝
心
な
観
光
プ
ラ

ン
ナ
ー
資
格
の
合
否
…
。
こ
ん

な
私
で
す
が
、
な
ん
と
か
合
格

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

の
な
い
ジ
ャ
ン
ル
で
す
の
で
、

慢
心
せ
ず
引
き
続
き
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『観光プランナーとして新たなスタート』　の巻
柴田　学　 隊員

中央公民館図書 ９：00～16：00

　色は語らぬセールスマ
ン。食品、日用品、家電、
店舗デザイン等ヒット商
品や伝統色を用いた配色
実例から、成功の秘密を
ひも解く！この本の中に
は、ロングセラー商品の
パッケージ、カラーバリ
エーションの成功事例、
伝統色をモチーフにした
ものなどが取り上げられ
ています。食品、衣類、
キャッシュカードなど。

◆日本の色 売れるには法則があった！
桜井輝子／朝日新聞出版

　主人公の曽根俊也は、
ある日父の遺品の中から
カセットテープと黒革の
ノートを見つける。ノー
トには製菓メーカーの２
社の文字。テープには自
分の幼いころの声が…。
それは31年前に発生し
た未解決事件で恐喝に使
われた録音テープの音声
とまったく同じものだっ
た…。実際にあった事件
のフィクション作品。

◆罪の声
塩田武士／講談社

新　刊　図　書
偸盗の夜／澤田ふじ子
幸せを運ぶかわいい切り絵／竹崎里砂
学校では教えてくれないゆかいな日本語／今野真二
室町無頼／垣根涼介
夜行／森見登美彦
十二人の死にたい子どもたち／冲方丁
当たりすぎてつい眠くなる心理テスト／中嶋真澄
もっと声を聞かせてよ／小野慎二郎
怒らニャい禅語／枡野俊明
長友佑都のヨガ友／長友佑都

他　７冊

　いちねんせいの最初のことば
は「あ」からはじまります。先
生が黒板に「あ」と書いて、み
んなも先生もびっくり。あ、び
っくり。せんせいは秘密を教え
てくれるかな？先生はわたしの

名前をしっているんだね。せんせいはどこで生ま
れたの？学校のお庭って校庭って言うんだって
ね。学校にはおとうさんもおかあさんもいない。
走ってみたら、息がハアハアしたよ。お友達がで
き、そのうちけんかしたり悪口言われたり。つま
んないこともあるし、どうしてって思うこともあ
る。・・・谷川俊太郎さん独特の詩で「いちねんせい」
が書かれています。たのしくすごそうね。

４月『いちねんせい』
(谷川俊太郎／詩　和田誠／絵　小学館)


